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Background：Cytomegalovirus(CMV) retinitis usu-

ally affects severely immunosuppressed individuals.

We report two immunocompetent patients who devel-

oped CMV retinitis.

Cases：Case 1 was a 65-year-old man who was re-

ferred to us with blurred vision and floaters of 2

weeks duration in his left eye. Slit-lamp biomicrosco-

py showed keratic precipitates, aqueous cells, and

vitreous opacity in his left eye. Funduscopic examina-

tion revealed yellow-white retinal lesions with arteri-

al sheathing in the superotemporal midperiphery.

Case 2 was a 63-year-old man who presented with a 2-

week history of blurred vision in his left eye. Ophthal-

mologic examination of the left eye showed keratic

precipitates, aqueous cells, vitreous opacity, and

yellow-white lesions in the superotemporal peripheral

retina. In both cases, CMV DNA was detected in the

aqueous humor and therefore the diagnosis was CMV

retinitis. CMV retinitis in both cases was indolent and

was resolved in one month without treatment with

antiviral drugs. Although both patients had diabetes

mellitus, the results of their laboratory examinations

were unremarkable and they were immunocompetent.

Conclusions：Unlike CMV retinitis in immunocom-

promised patients, CMV retinitis in immunocompe-

tent patients had significant anterior and vitreous

inflammation but did not require antiviral treatment.

A possible association between CMV retinitis and

diabetes mellitus was suggested.

Nippon Ganka Gakkai Zasshi(J Jpn Ophthalmol Soc

112：684―687, 2008)
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Abstract

Cytomegalovirus Retinitis in Immunocompetent Patients

背 景：サイトメガロウイルス(CMV)網膜炎は通常，

免疫能が低下した患者に発症するが，免疫能が正常な状

態で CMV網膜炎を発症した 2例を報告する．

症 例：症例 1は 65歳男性で，左眼の霧視，飛蚊症

を自覚して 2週後に当科を受診した．角膜後面沈着物，

前房混濁，硝子体混濁があり，上耳側網膜動脈の白鞘

と，黄白色網膜病変を認めた．症例 2は 63歳男性で，2

週間前からの左眼の霧視を主訴に当科を受診した．角膜

後面沈着物，前房混濁，硝子体混濁があり，上耳側周辺

部に黄白色網膜病変を認めた．2例とも前房水から CMV

DNAが検出され，CMV網膜炎と診断した．網膜病変

は活動性が低く，抗ウイルス薬治療なしに 1か月で寛解

した．いずれも糖尿病以外は全身的な異常はなく，免疫

能の低下はなかった．

結 論：免疫能正常で発症した CMV網膜炎は前眼部

や硝子体の炎症反応が強く，抗ウイルス薬治療が不要で

あった．CMV網膜炎の発症に糖尿病の関与が推測され

た．(日眼会誌 112：684―687，2008)

キーワード：サイトメガロウイルス網膜炎，免疫能正常，

糖尿病，Immune recovery uveitis
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要 約

免疫能正常者に発症したサイトメガロウイルス網膜炎



Ⅰ 緒 言

サイトメガロウイルス(CMV)網膜炎は，通常，免疫

能の低下した患者に日和見感染として発症する．網膜の

壊死性変化は無治療では進行性で，免疫不全状態の改

善，あるいは抗ウイルス薬による適切な治療が行われな

ければ，予後不良である1)
．最近では，免疫能正常者で

副腎皮質ステロイド薬(ステロイド)の硝子体内注射後に

CMV網膜炎を発症した症例が報告され，全身的に免疫

能が正常でも，眼局所の免疫能が低下することにより

CMV 網膜炎が発症する可能性が示唆されている2)〜4)
．

著者らは，全身的に免疫能が正常な状態で，かつステロ

イドの眼局所注射もされていない状態で CMV網膜炎を

発症し，抗ウイルス薬の投与なしに寛解した症例を経験

したので報告する．

Ⅱ 症 例

症例 1：65 歳，男性．

主訴：左眼の霧視，飛蚊症．

既往歴：糖尿病があり内服治療中．HbA1c は 6.8％

とコントロールは比較的良好であった．

家族歴：特記すべきことなし．

現病歴：2006 年 5 月初旬に左眼の霧視と飛蚊症を自

覚し，5 月 17 日に近医を受診した．左眼のぶどう膜炎

と，32 mmHg の高眼圧を指摘され，ステロイド点眼と

眼圧下降薬点眼を処方され，5 月 19 日に当科を紹介受

診した．

初診時所見：視力は右 1.0(1.5×＋0.75 D cyl−1.0(
)

DAx 40°)，左 0.9(1.0×＋0.5 D)で，眼圧は右 16 mmHg，

左 19 mmHg と左眼圧は正常範囲内に下降していた．右

眼は前眼部・中間透光体に異常なく，眼底には糖尿病に

よる点状網膜出血を少数認めた．左眼は微塵状角膜後面

沈着物，前房混濁 2＋，微塵状硝子体混濁 1＋があり，

眼底には上耳側網膜動脈に白鞘，その周囲に少量の網膜

出血を伴う黄白色の顆粒状網膜病変がみられた(図 1

A)．

経過：眼底所見からウイルス性網膜炎を疑い，左眼の

前房水を採取してウイルス DNA を polymerase chain

reaction(PCR)法で検索した結果，CMV DNAが検出さ

れ，単純ヘルペスウイルスDNAおよび帯状疱疹ウイル

ス DNA はいずれも確認されなかった．CMV 網膜炎と

診断し，発症の背景となる免疫能異常や全身疾患がない

／かを検索した．末梢血液像は，赤血球 540×104／ml，血

／ ／小板 19.6×104／ml，白血球 5,800／ml(分葉好中球 65％，

リンパ球 28％，単球 3％，好酸球 3％，好塩基球 1％)

／で，CD 4 陽性 T リンパ球 318／ml，CD 8 陽性 T リンパ

／球 129／ml と正常範囲内であった．血清の CMV IgG 抗

体 31(基準値 4.0 未満)，CMV IgM 抗体 0.05(基準値

0.70 未満)で，血中 CMV 抗原は陰性であった．抗 hu-

man immunodeficiency virus(HIV)抗体も陰性であっ

た．

網膜病変は黄斑部から離れており，活動性に乏しいこ

と，また免疫能が正常であることから抗ウイルス薬の投

与は行わず，ステロイド点眼治療のみで経過観察したと

ころ，前房混濁，硝子体混濁は 1週間で消失し，黄白色

網膜病変も徐々に退縮して 1 か月後には萎縮変性巣と

なった(図 1 B)．10 か月の経過観察中，CMV 網膜炎の

再発はなく，左眼最終視力は(0.9)であった．全身的に

も著変なかった．

症例 2：63 歳，男性．

主訴：左眼の霧視，視力低下．

既往歴：糖尿病があり内服治療中．HbA1c 5.6％と

コントロールは良好であった．

家族歴：特記すべきことなし．

現病歴：2007 年 3 月上旬，左眼霧視と視力低下を自

覚して近医を受診した．視力は右(1.0)，左(0.4)で，左

眼黄斑部に浮腫があり，糖尿病黄斑症の診断で経過観察

されていた．4 月末から霧視が増強してきたため 5月 14

日近医を再診し，左眼のぶどう膜炎を指摘され，5 月 16

日当科を紹介受診した．

初診時所見：視力は右 0.1(1.2×−3.5 D cyl−0.5(
)

DAx 95°)，左 0.06(0.3×−3.75 D)，眼圧は右 17 mmHg，

左 25 mmHg と左眼圧は上昇していた．右眼は前眼部・

中間透光体に異常なく，眼底に糖尿病網膜症による点状

網膜出血がみられた．左眼は白色の角膜後面沈着物，前

房混濁 2＋，硝子体混濁 2＋があり，眼底には上耳側赤

道部から周辺部に黄白色顆粒状の網膜病変，網膜動脈の

白鞘，網膜静脈に顆粒状混濁の付着がみられた(図 2)．

経過：眼底所見から CMV網膜炎を疑い，左眼の前房

水を採取してウイルスDNAを PCR法で検索した結果，

CMV DNAが検出され，CMV網膜炎と診断した．末梢

／ ／血液像は，赤血球 429×104／ml，血小板 20.2×104／ml，

／白血球 5,110／ml(分葉好中球 52.9％，リンパ球 39.7％，

単球 3.5％，好酸球 3.1％，好塩基球 0.8％)で，CD 4

／ ／陽性 T リンパ球 377／ml，CD 8 陽性 T リンパ球 255／ml

と正常範囲内であった．血清の CMV IgG 抗体 23(基準

値 4.0 未満)，CMV IgM 抗体 0.13(基準値 0.70 未満)

で，血中 CMV 抗原は陰性であった．抗 HIV 抗体も陰

性であった．

症例 1と同様に，網膜病巣が周辺部にあって活動性が

低いこと，免疫能が正常なことから，ステロイド点眼治

療のみで経過観察した．1 週後の再診時には前房混濁は

消失し，硝子体混濁は軽減し，網膜病変は縮小し始め，

1 か月後には網膜病変は消退した．黄斑浮腫のため左視

力は(0.6)までしか改善していないが，7 か月間の経過

観察中，CMV 網膜炎の再燃はなく，全身状態にも変化

はなかった．
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Ⅲ 考 按

我々が報告した 2 症例は免疫能が正常で，全身的な

CMV の再活性化のない状態で CMV 網膜炎を発症し

た．この 2例にみられた CMV網膜炎は，免疫能が低下

した患者に発症する典型的な CMV網膜炎の臨床像とは

異なり，前眼部や硝子体の炎症反応が強く，高眼圧を

伴っていた．免疫能が正常なために，いわゆる immune

recovery uveitis5)のような反応が同時に起こり，前房混

濁や硝子体混濁が強く生じたものと推測される．また，

CMV網膜炎は眼底所見により，後極部に発症して進行

の早い後極部血管炎型と周辺部に発症して緩徐に進行す

る周辺部顆粒型に大別されるが1)
，2 例とも周辺部顆粒

型で，自覚症状がでてから 2週間後という比較的早い時

期に眼科を受診していたにもかかわらず，網膜病変の活

動性は低く，既に退縮しつつあるような様相を呈してい

た．病変は赤道部から周辺部にあったので，硝子体混濁

を生じて症状を自覚するまでに時間が経過して網膜病変

の活動性が既に低下していた可能性も考えられるが，症

例 2は自覚症状が出現する 2週間前の定期検査では糖尿

病網膜症以外に病変はなかったことから，発症後に時間

が経過して活動性がなくなっていたというより，正常な
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図 1 症例 1の左眼眼底写真．

Ａ：初診時．上耳側網膜動脈に白鞘，その周囲に黄白色の顆粒状網膜病変を認める．

Ｂ：1か月後．黄白色網膜病変は退縮し，萎縮変性巣となっている．

図 2 症例 2の初診時左眼眼底写真．

上耳側赤道部から周辺に黄白色顆粒状の網膜病変，網膜動脈の白鞘，網膜静脈(矢印)

に顆粒状混濁の付着を認める．



免疫反応のためにはじめから典型的な CMV網膜炎の網

膜病変とは異なる様相を呈していた可能性も考えられ

る．

現在までに，免疫能が正常で，かつステロイドの眼局

所注射もされていない状態で CMV網膜炎を発症し，眼

内液に CMV DNA が確認された症例が 5 例報告されて

いる6)〜10)
．我々の症例と同様，42〜75 歳(平均 61 歳)と

比較的高齢者が多く，全例で前房や硝子体の炎症反応が

強く，3 例が高眼圧を伴っていた．全身的にも CMV再

活性化がみられた 1例は両眼性で網膜病変が後極部にみ

られたが，残りの 4例は片眼性で網膜病変は周辺部にみ

られた．我々の症例と異なり，5 例とも治療に抗ウイル

ス薬投与を要していたが，いずれも CMV網膜炎の診断

がつく前にステロイドの全身投与が行われており，この

ために網膜病変が拡大して抗ウイルス薬治療が必要に

なった可能性も考えられる．免疫能正常でも CMV網膜

炎が発症することに留意し，臨床所見から CMV網膜炎

が疑われる場合は前房水を採取してウイルスDNAの検

索を行い，適切に診断することが重要であると思われ

る．我々の症例では前房や硝子体の炎症所見はステロイ

ド点眼で寛解し，網膜病変は抗ウイルス薬治療をせずに

自然に寛解したことから，免疫能正常者に発症した

CMV網膜炎では，全身的な CMVの再活性化がなけれ

ば抗ウイルス薬の全身投与は必ずしも必要ないと考えら

れる．

なぜ免疫能が正常な状態で CMV網膜炎を発症したの

かは不明であるが，我々の 2例とも糖尿病であったこと

は興味深い．また，免疫能正常で CMV網膜炎を発症し

た既報の 5 例のうちの 1 例7)
，硝子体内にステロイド注

入後に CMV網膜炎を発症したと報告された 4例のうち

の 3 例が糖尿病であった2)3)
．糖尿病では，白血球変形

能の低下，網膜血流減少による灌流圧低下，網膜血管内

皮細胞の接着分子の発現亢進などにより，網膜血管に白

血球の接着が増加し，網膜微小循環に捕捉されやすいと

いうことが報告されている11)12)
．CMVは骨髄の CD 34＋

／CD 33＋，CD 14＋，CD 15＋の表面マーカーをもつ骨髄

球系前駆細胞や末梢血の CD 4＋monocyte 系細胞に潜伏

感染していることが明らかになっており13)14)
，糖尿病で

は CMVの潜伏感染している白血球が網膜微小循環に捕

捉されやすいため，CMV網膜炎を発症しやすい可能性

が推測される．捕捉された白血球に潜伏感染していた

CMVがサイトカインなどの何らかの影響により網膜局

所で再活性化し，CMV網膜炎を発症するのかもしれな

い．
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